（様式１）
大阪市立十三中学校　平成29年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）

１　学校運営の中期目標


２　中期目標の達成に向けた年度目標


３　本年度の自己評価結果の総括


現状と課題


　これまでも安心・安全宣言を掲げ、信頼される学校づくりに取り組んできた。道徳心・社会性の面でも、職員が、自己肯定感を持つ生徒が増加しつつあると感じており、さまざまな教育活動の一層の充実を図る。一方、全国学力・学習状況調査（以下、「学力調査」と表す）やチャレンジテストにおいて、本校の各項目平均正答率は大阪府の平均にも及ばず、学力の向上が課題である。また、全国体力・運動能力、運動習慣等調査（以下、「体力調査」と表す）においても、部活動や各種の積極的な取組により全国平均を上回る種目も出てきてはいるが、さらなる伸びしろがあり、体力の向上をめざす中で安心できる学校づくりにも貢献できるものと考えている。生徒の学習環境や意欲は向上しつつあり、校内施策の充実を図ることにより、結果に結びつけることが必要である。


　


中期目標


【⼦どもが安⼼して成⻑できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】


○ 平成33年度の学力調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、肯定的な回答をする生徒の割合を、９割５分以上にする。


【⼼豊かに⼒強く⽣き抜き未来を切り拓くための学⼒・体⼒の向上】


○ 平成33年度の学力調査における活用に関する問題の正答率８割以上の生徒の割合を、平成28年度より５ポイント向上させる。





【⼦どもが安⼼して成⻑できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】


全市共通目標


○ 平成29年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合を95％以上にする。


○平成29年度の校内調査における「学校の規則を守っていますか」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を91％以上にする。


○平成29年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害生徒数を前年度より減少させる。


○平成29年度末の校内調査において、新たに不登校になる生徒の割合を前年度より減少させる。


学校の年度目標


○今年度末の校内調査における「命や人権の尊さについて考えたことがありますか」の項目について、肯定的な回答をする生徒の割合を年度当初よりも増加させる。


○今年度末の校内調査における「学校外で暴力を受けたことがありますか」の項目について、挙がった事案に対して的確に対応した割合を95％以上にする。





【⼼豊かに⼒強く⽣き抜き未来を切り拓くための学⼒・体⼒の向上】


全市共通目標


○平成29年度のチャレンジテストにおける標準化得点を、前年度より向上させる。（標準化得点とは、各年度の調査の本市の平均正答数が、それぞれ100となるよう標準化した得点のこと）


○平成29年度のチャレンジテストにおける正答率３割以下の生徒を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より３ポイント減少させる。


○平成29年度のチャレンジテストにおける正答率８割以上の生徒を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より３ポイント増加させる。


○平成29年度末の校内調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を、年度当初より増加させる。


○平成29年度の体力調査において、特に課題である「５０ｍ走」の平均の記録を、前年度より0.05ポイント向上させる。〔28年度　男子8.10　女子 9.02 〕


学校の年度目標


○中学校３年生での英検３・４級程度の英語力を有する生徒の割合を昨年度以上にする。〔28年度　92.4% 〕


○平成29年度の体力調査における体力合計点を前年度以上にする。〔28年度　男子41.15　女子46.03　〕


○年度末における部活動入部率を85%以上で維持する。


【以下　淀川区役所連携事項】


○学力調査における、「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」、「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」の項目における肯定的な回答の割合を昨年度より向上させる。〔28年度　「寝る」76.2%　「起きる」95.4%　〕


○年度末校内調査における、「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」、「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」の項目における肯定的な回答の割合を年度当初より向上させる。








今年度本校は創立７０周年の節目を迎え、これまでの教育内容を振り返るとともに、次の時代に向けた十三中学校の在り方を模索していきたい。


学力の向上については、全生徒に毎日宿題を課す、エブリデイ・ホームワークの取組が３年目となり、子どもたちにも抵抗なく受け入れられるようになり、家庭学習が定着してきたことがうかがえる。また、「教科別『学習の進め方』一覧」を改訂し、新入生だけでなく、上級生にも再配付をして学習への取組を整理させたり、生徒会の取組が大阪府こころの再生府民運動スクール表彰を受賞するなど、生徒への働きかけを積極的に行ってきた。同時に、教員の授業力の向上をめざし、昨年に続き、今年度も全教員の研究授業を学年単位で実施するなど、校内体制を整備してきた。また、ＩＣＴや教材ライブ





ラリーの活用を促進し、生徒の思考力・判断力・表現力の向上にも取り組んでいる。このような様々な取組を実施し、取組そのものは概ね計画通りに実施できたと考えている。学力調査においては、昨年、今年と平均正答率の下降傾向が見られることは懸念材料ではあるが、その中でも今年のＢ問題の向上といった具体的な成果は見られる。また、生徒の物事に取り組む姿勢も年々質が向上してきており、正門前にも掲げている「いっしょうけん命はかっこいい」をスローガンに、体育大会や文化祭などの学校行事、その他合唱コンクールなどの学年行事なども益々盛り上がりを見せている。今後も継続した取組の中でさらなる成果につながることをめざす。


道徳教育の推進に関しては、次年度より新学習指導要領の移行時期に入ることもあり、引き続き「いじめのない思いやりあふれる集団づくり」を目標に取組を進めている。結果として事象の発生はきわめて少数に押さえている。残念ながらいじめ事案が０とはならないが、即座に指導を行い、拡散したり、引きずることがないように対応している。また、指導方法についても、高圧的な指導ではなく、子どもに寄り添い気持ちを大切にしながら、他人の気持ちを思いやり、自らルールを守ろうとする姿勢を育てる工夫をしている。服装や日常の行動面においてルールを守れたクラスを表彰するなどはその一つである。


「健康・体力の保持増進」については、体力調査において、全国平均以上の項目が男子で５項目、女子で３項目あり、体育指導や部活動指導の成果が現れつつある。また、朝食の摂食率や睡眠時間の確保という問題については家庭の協力が不可欠であり、保護者への啓発を忍耐強く継続しているところであるが、同時に区の政策（ヨドネル）とのコラボレーションにより、本校について明らかとなったデータを提示したり、啓発リーフレットを配付するなど、その内容を具体化し、一段と効果的なものにする。


全体として、本年度の学校運営を通して安定した教育活動を展開することができた。個別の課題は種々あるものの、学校総体としては落ち着いた状態を維持することができており、さらに踏み込んだ学校経営に取り組みたい。
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